
History
（就農まで）
六戸町で代々続く農家の長男。
三本木農業高等学校を卒業後、六戸町役場の職員となり、農政課等を担当。
地域では高齢化が進み、後継者のいない現状を目の当たりにする。

若い力で地域と農業を守る！
父が還暦を迎え、一緒に農作業しながらノウハウを学びたいと思うようになった。
40歳を前に役場を退職、翌日から就農した。
実際に作業してみると、機械操作、肥料や農薬の使用方法など、知識と実践の違いに
気付いた。

「まだまだ見習いです」と笑顔で話す。熟練の技を要するごぼう、にんにくの栽培。
従来型トラクターに自動操舵システムをプラスし直進機能で技術力をカバーし、省
力・軽労化を図るなど、スマート農業を実践している。

町やJA等の取組にも積極的に参加し、地域の農業、豊
かな田園風景を守るため、若い仲間達と共に歩んでい
ます。

Farm
（経営概要）
■ 経営面積：９ha
■ 栽培品目：にんにく、ごぼう、ながいも、水稲
■ 主な保有機械（父所有）：トラクター、コンバイン

ブームスプレーヤーほか
■ 労働力： 本人、祖母、父母、義弟、叔母

（繁忙期：にんにく収穫期ほか集落の方々）
■ 販売先：JA・市場

ながね じゅんいち

長根 淳一さん（43歳）

にんにく・ごぼう
ながいも・水稲

就農５年目

公務員からの転身！農業を引き継ぐ決意。

六戸町

《活用した支援事業》

利用なし
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愛犬と
散歩がてらの見回りで
朝食前に草刈りしたり

自由時間はパソコンに向かう
農休日は少ないけれど…

地域が元気になることで

自分に元気が湧いてくる！

Vision
（戦略・将来像）
一連の作業を習得してから、新たな作物
や技術、農業機械を導入する。増えつつ
ある地域の耕作放棄地を、借りる、請け
負う、または購入して、規模拡大や収入
アップを図り、農地を守っていきたい。

Own Style
（自分流）

Photo album
（写真集）

にんにくの種子準備 ながいも畑で ごぼう畑で

【ちびっこベジタランド】
土に触れる機会のない子ども達に、農
業と食の大切さを伝えるため六戸町の
若手農業者が結集！
農園を開園しました。

野菜嫌いでも、自分で育てる
と食べ始める子ども達！
将来は農業の担い手に‼

農地を守り、未来につなげる！
【多面的機能支払交付金事務局】

【ラジヘリオペレーター】
地域全体の作業の効率化を図る。
７月下旬～８月中旬、地域の水田を飛び回る。
今年は酷暑で少々減量。

【青申サポート】
経営の安定は青色申告から！

２月から３月までは
六戸町役場にて

サポート。

長根さんの一年

長根さんの一日

地域を元気にしたい！

Message
（農業を始めたい皆さんへ）
農業実務と座学は重要。
見て、聞いて、経験すること。農業関
係者だけではなく、他産業とも通じて
知見を広げる。
例:飲食店から食に関する情報を得る。
地域の先輩方や友人を通じ、仲間を増
やすことも大事。
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History
（就農まで）
青森市出身。サッカー少年が教員を目指し進学するも、「サッカーに携わる仕事がし
たい」と、タキイ研究農場付属園芸専門学校に進む。芝生等の栽培管理を専門に農業
全般を学び、卒業後はグラウンドキーパー（サッカースタジアムなどのグラウンドを
整備する仕事）として大阪や青森で約10年間勤務。就農した友人と話すうち、

自分で段取り、植物を育てたい！
農業は楽しそうだ。
そして、トマトの品種やバリエーションの多さ
にも魅力を感じ、就農を決意した。
両親の勧めで、あおもり就農サポートセンター
に相談。ミニトマトの栽培技術は、両親やJA、
ミニトマト部会長の指導を受けながら、実践を
経て、現在に至る。

就農時、農地取得に苦労したが…
母親からトラクター30㎰のプレゼントがあった
（感謝）。

Farm
（経営概要）
■ 経営面積：パイプハウス12棟（45a）
■ 栽培品目：ミニトマト（サマー千果、アイコ他）
■ 主な保有機械：トラクター、かん水装置、畝立て機
■ 労働力：本人、両親、 盟友（千代谷 将人）と

その両親（繁忙期：アルバイト５名程度）
■ 販売先：JA

きむら しんいち

木村 真一さん（37歳）
ミニトマト
就農５年目

失敗は成功のもと。反省は次のステップへ！

青森市

《活用した支援事業》

・農業次世代人材投資資金
(経営開始型５年目）

・強い農業・担い手づくり総合
支援交付金

・令和３年度青森県野菜等産
地力強化支援事業（県単独）

・令和３年度青森市トマトハウ
ス整備事業（市単独）
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Own Style
（自分流）

Photo album
（写真集）

Vision
（戦略・将来像）
法人化（令和５年度中を予定）。
目の前の目標は収穫量を増やし、経営の
安定を図ること。
需要に応じて、芝生の栽培。

鈴なりのミニトマト 芽かき作業

青森市孫内地区は市内でも有数の豪雪地帯。冬期間は除雪作業・除雪アルバイト。
パイプハウスを雪から守るため、育苗ハウス１棟を残し、ビニールは除去します。

休日は♪
２歳と４歳の息子中心！
一生懸命遊ぶ！

本音は…早く…
社会人サッカーに
参加したい！

近い将来！！
息子達をスポーツ少年団へ送迎して、
社会人サッカーに参加しているはず！

自宅からハウスまでは
車で片道約30分

朝は
ラジオで天気をチェック

1日の作業を
シミュレーション

夕方は
夕食を楽しみに帰宅

ミニトマトも、芝生も、
育てる楽しみは同じ！

青森でも芝生を育てたい。
真っすぐなラインを引きたい。

芝生が好きだ！サッカーが好きだ！

木村さんの一年

トラクター
（ハウス作業のため安全フレームを倒しています）

作業に追われ、休日を作れない時もあるけど、
盟友・千代谷と協力して効率的な作業を目指しています。
（写真:右）

木村さんの一日

Message
（農業を始めたい皆さんへ）
農業は、自分の判断で経営を決めるこ
とができ、手をかけた分、自分の儲け
（収入）に繋がる。
毎年が勝負！と思って、失敗を糧に取
り組んでほしい。
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History
（就農まで）
鰺ヶ沢町出身。電機系企業に勤務。園芸農家の妻と出会い結婚。
野菜苗、花き苗、野菜生産等のお手伝いをとおして「農業おもしろそう」。
義兄が、農業次世代人材投資資金を活用し、就農したことを聞いて「自分もやってみ
たい」、「就農するなら応援する」という父の言葉を受けて、就農を決意、退職した。

アスパラガスが大好きなんです！
一番好きな野菜を選択。妻の理解は大きく、農地を実家から無償で借用してくれた。
トラクター等は父から借用して経費を削減。

就農１年目はインターネット等の情報を頼りに栽培管
理を行ったが、全然上手くいかず。その後、JAの研修
会に参加したり、JA担当者・アスパラガス部会長・周
りのアスパラガス生産者に何度も足を運び、話を聞い
て改善、現在に至る。

まだまだ、納得できる収穫量ではないが、少しずつ
進歩していると思っています。

Farm
（経営概要）
■ 経営面積：50a
■ 栽培品目：アスパラガス

（ゼンユウガリバー、ウェルカムAT）
■ 主な保有機械：トラクター、土寄せ機、動力噴霧器
■ 労働力： 本人、妻、両親、弟
■ 販売先：JA、海の駅わんど等

さとう ようへい

佐藤 洋平さん（36歳）

聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥。

アスパラガス
就農４年目

鰺ヶ沢町

《活用した支援事業》

・農業次世代人材投資資金
(経営開始型４年目）

・新規作付け支援事業
・アスパラガス立茎資材支

援事業（JA単独事業）

9



Own Style
（自分流）

Photo album
（写真集）

Vision
（戦略・将来像）
気候に左右されない安定した環境でアス
パラガスの栽培をするため、20a程度の
耐候性ハウスまたはパイプハウスを建設。
他産地と差別化を図るためブランド化を
検討し、販売戦力に貢献したい。

岩木山を望む畑 収穫作業（本人） 収穫作業（妻）

インドア派
休日は夫婦とも自宅で過ごす。
映画・ドラマ・アニメ・
YouTube等の
鑑賞が趣味。

鑑賞時には
お気に入りの
お菓子とコーヒー

収穫時期の5月と8月は、ほぼ休みなし。
雨にも負けず、風にも負けず、収穫適期のアスパラガスが待っています。

佐藤さんの一年

４時起床は…
まだ薄暗く正直眠い！

でも…
ずっしり！

手ごたえを感じると、
不思議と明日も
頑張ろうって！

猫に癒される日々
実家から３匹の猫がやってきて、
我が家のアイドルに‼

佐藤さんの一日

Message
（農業を始めたい皆さんへ）
就農１年目はわからないことだらけ。
大変だけど、農業はやりがいがある。
２年目が勝負の年。自身の勉強が必要
となるが、一人で抱え込まないこと。
わからないことは、JAや周りの生産者
に恥ずかしがらずに積極的に聞いて学
んでもらいたい。
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